
愛知工業大学研究報告

第 40幸子B 平成 17年

223 

Web技術を統合したカロリ一計算データベースの設計と構築

A Design and Construction for Calorie Calculating Database 

Integrated with ¥Neb Technologies 

伊藤雅↑

M拙ぽuITOH

Abstract: This paper proposes乱 designand construction fo1' calorie calculating database irr七egratedwith 

some Web technologies. The databa切 serveris implemen七日dby MySQL， Web serv日ri日 byApache， and Web 
scripting language is by PHP. PHP is known拙 well-suitedwith both MySQL and Apache servers. The database 

consists of five t九blessuch as a dish table， a cooking recipe table，乱 foodtable， a cooking-category table， and 
a personal-use山 table.All of七able日乱rederived from the entity-relationship (ER) model r日garclingto cooking 

recip日S.The behavio1' of system could be st札，rtedwith selecting a m日nuamong Japanese， Western， and Chin6se 

foods 01'日nte1'ingfood amount fo1' the recipe. The v九luesof food compositions pe1' 100g are au七omatically

calct由民dう七henthe system show the total calo1'ie and Protein-Fat-Carbohydrate (PFC) balance on use内 web

b1'ow日e1'. The fo1'mer is fo1'm巴das a tableラ andthe later as a raclar chart. The chart could be dynamically 

drawn by七hecombination with a Flash ActionScript and a XML script. Here， PHPDOM rewrite日thevallle泊

。fcontents in the XML file. The number of food日containedin“The Standa1'd Tables of Food Composition in 

.Japan Fif七hRevisecl Edition" is up to 1882 items. 

1. はじめに

飽食といわれる今日、日本人の栄養摂取状況はカルシウム

~~、外ほとんどの栄養素が基準値ι 上であり、とくに問題はな

かった。従来、日本人の食事は伝統的に主食、おかず、汁物

といった一汁三菜をま走本とし、欧米諸国に比べると米などの

炭水化物からエネルギーを摂る率が高い。そのため日本人の

食事の栄養バランスは理想、的であり、諸外国からも日本の食

事はヘルシーであると注自を集めていた。しかし近年、野菜

中心だった食生活が肉食中心へと欧米化にシフトした結果、

ファーストフードに代表されるような高カロリー摂取が常態

化している。

国内の主力サイトで運用されている食に関するデータ

ベースサービスとして、独立行政法人科学技術振興機構が

科学技術振興調整費研究「食品成分データベースの仕様等

作成に関する実証研究」の一環として開発したものを試験

的に URLhttp://food.tokyo.jst.go.jp/で、公開している。文

部科学4きでは資料の電子媒体による直接公開は行っていな

い。また、江崎グリコ株式会社の栄養成分ナピゲ}ターも

URLhtゆ:jjwww.glico.co伊jcgi-binjnavij gonavi.cgiで食

品成分僚の情報を提供している。しかし、各食品の成分値を

参照し、摂取した成分伎を単純に合計するシステムに留まっ

ている。料理レシピと食品成分値を密接に連動させたシステ

ムは未だ構築されていないのが現状である。

本論文では、データベースサ}パ MySQL1)、Webサー

バ Apache、商サーバと殺和性が高い PHp2) を軸とした
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Webインターフェースによるカロリ一言十算データペースの

設計と構築について論じる。食品成分値と料理ーレシピの連携

を深め、算出結果を Flash3) で分かり易くレーダーチャー

ト表示するユーザフレンドリーなシステムの構築を臼指す。

Webシステムの公開や不特定多数のユーザ、を対象とする無

償利用を念頭におくため、セキュリティ対策についても適切

に講じる必要がある。

2. カロリ一計算方法

食品には可食部と廃棄部がある。可食部とは食品から廃棄

部伎を除いたものである。正確な食品成分伎を算出するには

あらかじめこれらを算定する必要がある。本データベースで

使用する食品成分表 4) の各成分僚は1可食部 100g当たりの

成分値である。廃棄率とは、原則として通常の食習慣におい

て廃棄される部分を食品全体あるいは購入形態に対する重量

の割合(%)で示したものである。

料理レシピに記載される材料はすべてグラム (g)で表記さ

れているとは限らない。 野菜などは必要量をグラムではなく

偶数表示しているものが多い。よって、あらかじめ食品の単

位を可食部に変換して一食品当たりの成分値を算出しておく

必要がある。料迎レシピに偶数で表示されている場合は、会

てグラム単位に変換後、カロリー計算を行う。

カロリー計算の基準になる五訂食品成分表 4) のエネル

ギーイ直 (kcal)は可食部 100g当たりのたんぱく質 (Protein)、

脂質 (Fat)および炭水化物 (Carbohydrate)の量 (g)に食品

成分ごとのエネルギー換算係数を乗じて算出されている。換

算係数はたんぱく質で約 4kcαljg、脂質で約 9kcaljg、炭水
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化物で約4kcαl/gとなっている。 渡遺らめは容量と比震か

ら液状食品の 100ml成分;表をまとめているが、ヱド論では可

食部を通常の重量のみで捉えている。よって、液状食品の入

力に際しでは、事前に君主量換算してあると仮定する。

食品の調現に際して、水さらしゃ加熱等により食品中の成

分が溶出したり変化したりする場合がある。調理に用いる水

や泊の吸着により食I日!主主主まも増減する。「調理された食I話会

重量に対する成分値Jは「調理後の食品成分値jと「調理前

の司食部重量jを用いて式 (1)で算出できる。

調理された食品会重量に対する成分値

調理前の可食部議量 (g)
=調理後の食品成分値 x

100(g) 

重量変化系(%)
(1) 

100 

「廃棄部を含む原材料重量」は、「廃棄率」と「調理前の可

食部重量Jから式 (2)で算出できる。

!廃発棄部を合む原材料Z重芝量量ま (ω幅g

調王環祭前の可食部:霊塁景 (ωg)x 100 

100ー廃棄率(%)
(2) 

対象とする食品は五訂食品成分表に掲載されている 1882

品目すべてである。食品委号で、示せば、第 1群 01001餐の

「アマランサス・玄穀jから第 18群 18016殺の「フライ用

冷凍メンチカツjまでの 1882食品である。食品群別食品数

を表 1に示す。カロリ一計算ということに限定すれば、食

品を構成する各種成分は、たんぱく質 (g)、脂質 (g)、炭水

化物 (g)といった 3大栄養素とエネルギー (kcα1)だけを考

慮すればよい。しかし、今後の拡張性を考慮して、ナトリウ

ム(mg)、カリウム (mg)、カルシウム (mg)、リン (mg)、鉄

(mg)、ビタミン D(μg)、E(mg)、Bl(mg)、B2(mg)、ナイ

アシン (mg)、ビタミン C(mg)までをデータベ}ス化する。

五言]食品成分表には他にも水分、灰分、マグネシウムといっ

た数多くの食品成分が記載されている。

3. 提案システムの機能設計

PHPはMySQL関数を使用して、 Webサーバ Apache

とカロリ一計算データベースを連携させる。 PHPは通常

のHTML文書に埋め込んで使用する。 PHP構文は文字列

“<'1php"で開始され、文字列勺>"で終了する。データベー

スのアクセスに PHPスクリプトを使用する場合の典規約な

処理手)11買について述べる。

1‘まず、 $db= my日qLconnect(う?ホスト名" "ユーザ名ぺ

"パスワード");を用いて、データベースのあるホストに

接続する。 $dbは接続IDを保持する PHP変数である。

2.次に、データベースの指定を関数my日qLselect_db("デー

タベース名")により行う。

3.そして、 $resultニ町ysqLquery($query );の形式でデー

タベ}スにクエリ}を発行する。変数$queryには SQL

丈が文字列として格納されている。

4.最後に、関数 mysql山 close($db)でデータベースとの接

続をi鶏じる。

表 1食品苦手別食品数

No. 食品群 食品数

l 穀類 143 

2 いも及ぴでん粉類 40 

3 砂糖及び甘味類 23 

4 豆類 73 

5 種実類 37 

6 野菜類 326 

7 果笑類 156 

8 きのこ類 36 

9 ?築類 47 

10 魚介類 388 

11 肉類 244 

12 卵類 20 

13 乳類 52 

14 油脂類 22 

15 菓子類 120 

16 し好飲料類 55 

17 調味料及び主主辛料類 84 

18 調理加工食品類 16 

食品数の合言十 1882 

図 l提案システムの機能

捻案するシステムは処理内容から分類すれば以下の 4つの

機能から構成される。機能関の関係を図 1に示し、機能別に

般に説明を与える。

-処理!選択機能(メイン爾l面)

@料理検索機能

@料理追加機能

@カロリ」計算機能

3・1 処理選択機能(メイン画面)

メイン画面の処理選択では、現主主の料現テーブjレを用いて

カロリ一計算を行うか、あるいはオリジナル料理を新たに料

瑳テーブルに追加するかの選択を行う。

3・2 料理検索機能

事1・i港検索では、カロリ一計算をする料理を兵体的に指定す

る。検索方式は 1)料理名入力、 2)料理分類指定、 3)料潔一

覧検索の 3通りを用意する。検索方式に合わせて、ユ}ザの

探している料理の候補名を倒閣に一覧表示する。ユーザが指
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定した料理の料理コードを取得した後、カロリ一計算エンジ

ンに料理コードを渡す。

3・3 料理追加機能

料理追加は、ユーザ独自のオリジナル料理を追加する。

ユーザは料理テーブルに必要な情報を与える。現夜の料理

テーブルから新規府の料理コードを算出し、料理テーブルと

レシピテーブルにレコードを追加する。レコードの追加手順

は次の通りである。

手順 1 料理コードを受け取り、必婆な;材料を指定する。

手順2. 材料の分最をグラム単位で入力する。

手順 3. データベースに迫力Eデータとして登録する。

手順 4. 他に必要な材料があれば手順1.に戻る。

3・4 カロリ一計算機能

関 1の「料理検索jで指定した料理のカロリーを計算す

るo PHPでユーザ、の入力した料理コードを受け取り、その

料理の基本材料一覧をユーザに表示する()ユーザは材料を選

択し分量を入力する。このとき、使用する材料に追加があれ

ば材料の追加も可能である。材料と分設が決定された後、材

料 100gあたりの食品成分債を自動計算し、総カロリーと共

にPFCバランスを表示する。 PFCバランスについては 6.

で述べる。

追加材料は、過去に追加したことのある材料とそうでない

新規材料とで 2つの場合に処理が分かれる。前者の追加処理

はレシピテーブルから候補をクエリーで探し、選択した材料

コードをその料理レシピに追加するだけである。後者の場合

は、候補の中に目的とする材料がないので、ユーザ、の迫力11材

料としてそのレシピに材料を追加する。新規の材料をレシピ

に追加するには、その材料を材料テーブルから検索し、分量

を入力した後、 3・3のユーザ、によるレコード、追加手}I債に従っ

てレシピテーブルを更新する。

4. カ口リ一計算データベースの設計と構築

カロリ一計算データベースの満たすべき条件を以下のよう

に設定する。

@料理は 6桁の料理コードと料理名をもっo

@料哩は和食・洋食・中華の大分類と肉料玉虫・魚料理・野

菜料理・卵料魂・ライス&パスタ・スープ&サラダの 6

稜類の詳細分類に区分される。

@食tJに対して、材料コードは一;怠である。食材が五訂会

品成分表の食品に対応する。食材は材料名と 100g当た

りの食品成分値をデータとしてもつO

@各食材の分量からその食材のカロリーをi計算し、合計伎

をその料理の総カロリ}とする。

これらの条件をもとに、料理レシピに関する ERモデル

(Entity句 RelatioIlshipModel) 6) を凶 2に示す。 1対 1の対

応関係にあるものは、通常は一方の付加的情報であるが、一

方の属性とすることもできる。例えば、料理コードが決まれ

関2料理レシピに関する ERモデル

関3リレーショナルデータベースの構成

図4MySQLのディレクトリ構造

ば、料理名は一主主に決まる。また、多対多の関係にあるもの

は、料理レシどのような仲介項目を設けることで 1対多の

対応関係に変換することができる。 ERモデルを基にしたリ

レーショナルデータベース 7) の構成を図 3に示す。

MySQLでは、データベースのテrイレクトリ内にテーブjレ

に対応するすべてのファイルを格納する。 1つのテーブル

は、テーブル構造である frmファイル、レコード情報を記

憶する MYD(MYData.)ファイル、テーブルのインデックス

を保存する MYI(MYlndex)ファイルの 3つのファイル群

で構成されている。データベース中にテーブルを 1つ作る

たびに、上記の 3つのファイルが 1組となって増えていく o

MySQLのデ、イレクトリ構造を凶 4に示す。

料理テーブルと材料テーブルは、料理コードと材料コード

を主キーとしている。料理コードを例にすると、料理コード

は全体で 6桁、先頭から 2桁が料理分類コード、後半4桁が

実際の料理識別府コードとなる。新規料理のコード苦手号を得

るには、料理テーブルで料理コードの(最大値+1)を計算す

ればよい。料理レコードの構成を図 5に示す。

データベースを新規に作成する際は、膨大なデータを入

力しなければならないo MySQLでは、 "LOADDATA IN同

FILEうう命令により、テキストデータファイルからテーブルへ
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凶 57料理レコードの例

f一一一ー一一一ーへ

①妥求 ②セッション|自発行

E両
④セッション 10送-信~セ~ぅ一シ一一ョ一ン!Q)-

⑤認証ページ送信

|⑥ 九パスー信

⑦ 10を受信任三三vー

⑩保護されたページを送信

P 
⑧記憶領域をオープン

」一一一一、(II)以後、同様に認証を判断
⑨認証済み情報を保存

ウライアント ";1--1¥ 

関 6セッション管理による認証処理

と、レコードを高速に変換することが可能である。 "LOAD

DATA INFILEラ守で読み込めるレコード形式は、デフォルト

でフィールド区切りはタブコード、行末は改行コードとなっ

ている。表 1にある 18の食品群の成分値は 18俄のテキス

トデータファイルに分割して入力する。入力後、図 3にある

材料テーブルを生成する。他のテーブルも初期には同様にし

て作成する。

5. セキュリティ

ユーザ独自の料理を追加するときにはアクセス制限を行

う。このときシステムにユーザ登録を行う必要がある。ユー

ザ登録やアクセス制限には PHPlibを利用する。 PHPlibは

Webアプリケーションに組み込んで利用できるクラスライ

ブラリであり、セッション管浬機能や認証機能などを簡単に

実装できる。

セッション管理を利用した本システムでは、認、誌情報は図

6のように処理される。図 6の処理手}I慣について説明する。

クライアントから保護サイトに要求があると、サーバ領~で、

セッションカf開始される。このときセッション IDと関連f寸

けられた記憶領域が確保される。サーバはクライアントに

セッション IDを送信すると共にユーザ名・パスワードの入

力ページを送信する。サーバはその入力情報とセッション

IDを受け取る。正しければセッションの記'憶領域に「認証

済み」の情報を保存し、ユーザには保護ページ(本システム

では料理追加ページ)を送信する。以後セッションの記憶領

域を検査することにより認註済みか否かを判断する。

PHPlibのセッション管理機能を呼び出すには page_open

関数、 page_close関数を利用する。まず、セッション管理と

認証機能の前方を同時に利用するページの先頭で次のように

~ 2 PHPlibのページ機能

機能 意味

このページは、セッション変数を使用する。

このページは、セッション認証を使用するo

auth機能を指定した場合、 SE邸機能も指定

する。

このページは許可属性により保護されてお

り、認証を受けたユーザのみがアクセス可

能である。 perm機能を指定する場合、 auth

および8ess機能も指定する。

user Iこのページは、ユーザ変数を使用する。 user

機能を指定する場合、乱uthおよびses雪機能

も指定する必要がある。

呂e8S

乱uth

perm 

ほ17PHPのディレクトリ構造

記述するo

page_open( arr可r("S官S8うう=>"attest_Session" 、

"au七h"=>"attest_Auth")); 

セッション管理機能のみの利用では、次のように書く。

page叩 en(array(" 8ess" =>" atte此 Session") ); 

ここで、以七est_SessioIl、 attest_AuthはPHPlibのクラス

であり、 sess、authはページ機能の変数である。変数の意味

を表 2にまとめる。ページ最後に page_closeO;と記述する

ことでセッション管週機能を終了させる。

認証・セッション管王震を行う PHPのディレクトリ構造は

図 7のようになる。ディレクト 1)htdocsの直下に PHPlib

とPHPの 2つのディレクトリが澄かれる。前者の PHPlib

ディレクトリには PHPlibに関する一連のファイル群が格

納されている。 prepend.phpは PHPlibの基本設定ファイ

ルであり、 PHPlibを使用するスクリプトは最初にこのファ

イルを参照する。後者の PHPディレクト lJには認証・セッ

ション管現用ファイルとその他の PHPスクリプトが格納さ

れている。その中の local.incはシステム個々の PHPlib設

定ファイルである。

6. 計算結果の表示方法

本研究はカロリー計算を主としているが、栄養成分の摂取

状況も表示できるシステムを目指している。カロリーは数値ゐ

で、栄養成分値はグラフで表示する方がよりユーザフレンド

リーである。グラフ表示するのは栄養素の恭本である、たん
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図8DOMツリーの例

ぱく質 (Protein)、脂質 (Fat)、炭水化物 (Carbohydrate)の

PFCノすランスとした。

PFCバランスとは、食1511の 3大栄養素である、たんぱく

紫 (P)・脂質 (F).炭水化物 (C)のエネルギーバランスのこ

とである。これらの栄養素は、私達の体内で 19当たり、た

んぱく質で約 4kcal、脂質で約 9kcal、炭水化物で約 4kcal

の割合でエネルギー (kcal)に変換される。各栄養素のカロ

リー量と総カロリーに占める相対的な割合を同時に示したも

のが PFCバランスである。通常はレーダーチャート形式で

示される。

料理を選択し、カロリー計算結巣を得た後、取得した栄養

素のエネルギ一長まからレーダーチャートを作成し、表示す

る。 PFCバランスのレーダチャート表示は Flashで実現す

る。 Flashムービーに数値や文字列といった各種データを渡

すために XML(eXtensibleMarkup Language)技術的 を

応用する。 Flash ムーどーの再生までには節 6 ・ 1~6 ・ 3 の 3

段階を要する。

8・1 XMLファイルの自動生成

Flashで使用する PFCデータを受け渡すために、まず

XMLファイルを自動生成しなければならない。 Flashムー

ビーが XMLファイルから受け収る内容は、栄養素の名前、

栄養素の摂取量 (g)、そして色指定偵の 3項目である。

料理ごとに栄養素の摂取震は変化する。このため、 XML

ファイル内の数値を動的に変更する必妥がある。 X1VIL

ファイルの誉き換えには PHPDOMを利用する。 PHP-

DOMとは、 XMLファイルを PHPから生成するための

DOM(Document Object Moclel)用ライブラリである。自

動生成に用いる XMLファイルの例を以下に示す。

く?xmlversion;111.0" encoding;113hif七一JI3"?>

<d丘ta>

くitemcode;"O"> 

¥
/
 

〉

r

e
〉

O

m

e

-ム

a

u

0

 

2

1
ム

C

一

内

d

白

m

v

m

 

e

-

e

 

t

m

t

 

-工

e
・1

J

/

十
U

I

/

く

・

工

〈

R

J

/

0

 

・1

〈

ハ

U

e

1

5

 

+

U

-

A

A

 

0

1

F

 

r
ハ
む
円

r

p
〉

〉

〉

e

r

e

u

o

 

m
1ム

1ム

a

a

o

 

n

v

c

 

一
司
一

m

m

m

 

e

e

e

 

+
b
+
L
M

十
U

¥

/

-

l

l

・

-
m

く

く

く

自

+
U
 

・1
J
J
'
 

ノ、

<i七emcode="l"> 

<item_n四 e>fa七</i七em_n阻 e>

くitem_value>72.3</item_value>

<item_color>FFA500</it白m_color>

</i七em>

くitemcode;"2"> 

くitem_name>carbohydrate</i七em_n四日〉

<item勾 value>37.6</i七em_value>

くitem同 color>FFA500</item_color>

</工七自国〉

く/da七a>

この例では、 itemの属性値“cod巴=0ううがたんぱく質を

意味している。たんぱく質 61.1gのエネルギ}比をオレン

ジ色 (FFA500)で表示することを Flashムービーに指示し

ている。脂質は itemの属性値“code=l"で、炭水化物は

“code=2竹で表現している。 PHPDOMはXMLファイルの

タグを解析して階層構造で DOMツリー(ぽ18)を構成する。

そして、葉に相当する部分を書き換えることによって XML

ファイルを動的に変更する。

6・2 元となるムービークリップの準備

Fl制 hムービーとなる元ムーピークリップを 1つだけ作成

する。栄養素の摂取量に応じてレーダチャートが変化するよ

うに、頂点となるインスタンスの描画範関を可変にしてお

く。 FlashMXで新たに搭載された描画 APIを用い、各頂点

を線で結び、閉まれた範囲を彩色する。このムーピークリッ

プの中の摘爾指定変数の債を Xl'vILで動的に制御する。

6・3 レーダーチャートの表示

元ムーピークリップの準備後、 Flashムービーに

ActionScript 8) を記述する。 XMLファイルから PFCデー

タを得るためのスクリプトである。 Flashでは、 XMLの

ロードが完了していなくてもフレームが進んで、しまう。デー

タ読み込みでロード未完了の場合は、 1つ前のフレームに戻

り、ロードが完了するまでループ処理を繰り返す。 PFC各

値の読み込み完了後、レーダーチャートを表示する。
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カロリー計事結果!

詳細をみる虐習

メイン画面に戻る1E8

函 9カロリ一計算結果

P 23.4% 

F 62.2% C 14.4% 

際110PFCバランスのレーダーチャート結果

7 結果と考察

本データベースシステムでは、料理の検索方式として 1)

料理名入力、 2)料理分類指定、 3)料理一覧検索の計 3種類

を用意している。ユーザが容易に目的の料理へと辿り着ける

よう配慮したためである。提案システムはカロリー計算が基

本であるので特に問題ないが、システムを拡張し、料理の作

り方や阪像なども検索できるようにした場合、現行の検索方

式ではユーザが目的通りの検索結果を得られるとは限らず、

物足りなさを感じるかもしれない。

カロリ一計算では5常の食生活で摂取したカロリーを平均

値と比べることによって食生活を省みることが出来る c バラ

ンスの良い食事を意識することによって栄養素の過剰摂取

を防ぐことも出来る。食品成分値だけでなく栄養バランスを

どジ、ユアル的にレ」ダーチャート表示する Webアプリケー

ションを構築した。

表示例として、料理名入力で「ハンバーグ」と入力した

ときの食品ごとのカロリ一計算結果を図 9に示す。さらに、

レーダーチャートで表示した PFCバランスを図 10に示す。

8. おわりに

本論文では、ユーザの使い易いシステムを目指し、 PFC

バランスから栄養成分の過不足を認識できる Webインタ

フェースを利用したカロリー計算データベースを構築した。

システムのf誇築では、 Apache、MySQL、PHP、FlashMX、

XMLといった Web技術を駆使した。データベースの食品

数は 1882品目に及ぶ。プロトタイプではあるが、料理レシ

ピと食品成分を連動させた Webシステムを開発できた。提

案したデータベースシステムが偏った食生活を少しでも

し、食生活の問題解決の糸口になることを期待したい。

今後の課題は、まず料理レシピを充実させることである。

さらにカロリー以外の、例えば、健康の筏点から食に関する

さまざまな情報を提供する提案型 Webシステムへと発展さ

ヤぜることである。

謝辞

本データベースを構築するにあたり、文部科学省科学技術

学術政策局科学技術庁資源調査会報告書第 124号「日本食

品標準成分表の改訂に関する調査報告一五訂白木食品標準成

分表 jに関する成果結果の利用許諾を得た。文部科学省科

学技術・学術政策局政策課資源室長山本容弘氏に誠意を表

する次第である。そして、 SQL，PHP， Flashプログラミン

グをご担当頂いた愛知工業大学経営情報科学部経営情報学科

王子成 15年度卒業生の樋口雅子氏、西元雄大氏、原j翠孝志氏

の3氏に感謝の意を表する。

参考文献

1)問中ナルミ、 [5可部忠光:標j経lVIySQLうソフトパンクパブ

リッシング， 2003.

2)上ヶ迫勝憲:最新 PHPハンドブック?秀和システムう

2002. 

3)伊佐恵子ほか:Flash MXウェブデザイン・ガイド?エム

デ、イエヌコーポレ}ション.2002.

4)香川芳子:五訂食品成分表 2003，女子栄養大学出版部う

2003. 

5)波透智子?鈴木亜タi肌西牟田守:・4液状食品の 100ml

成分表一五訂成分表収載食品について f栄養学雑誌?

Vo1.59， No.4ぅ pp.197-202ラ 2001.

6的)A. Ga;可yda拙schう Jr.: Eπb巴ct吋ti討V巴 D乱抗七a油baωsel¥政Manage悶rn間l

Pr印、で0ぼellt“ic問eHall， 1988. 
7) C.J. Daもea凶 H.Darwell: Founclation for Object / 

Relational Databasesう Addison-Wesleyヲ 1998.

8)狩野祐東:迷賢明Tebテクニツク FLASHMX Action-

Script 実例サンプル 60，技術評論社， 2003.

(受理平成 17年3月 17日)


